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　（Ⅱ－1）0.1m の値段を23倍すると考えて 80÷10×23 で計算する
　（Ⅱ－2）23ｍ の値段の1／10と考えて 80×23÷10 で計算する　
　（Ⅱ－３）2m と 0.3ｍ の値段を求め，それらを加える
などの方法が取り上げられる．
　この流れに沿って「小数倍の意味」指導をするのだが，これで子どもた
ちが「80 に 2.3 をかける」ことの意味を理解できるとは，どう考えても
思えない．上述したように，多くの文献が立式の根拠について様々な角度
から論じているが，典型的なものは上述した言葉の式に拠るもの以外に，
　（Ⅰ－1）80 を1とみるとき 2.3 に当たる大きさが 80×2.3


























































































































































問題（Q）もしくは（Q ）ʼを示したとき，子どもたちに 80×2.3 もしくは 
80×0.7 と立式させるのは不可能である．百万言を費やしてもできない．
なぜなら，×（小数）の意味を習ったことがないからである．既習事項をど
う組み合わせようが ×（小数）の形の式を立てようがないのである．３で
述べたように展開するのが正しいというのが筆者の考えであるが，いかが
でしょうか．
　注）昭和22年戦後の新教育制度発足に伴い，新制小学校において新しい学校数学が始まる． 
戦後初の学習指導要領（試案）が発行され，戦前から使われていた国定教科書も一新される． 
算数においては，低学年向けの『さんすう』，中高学年向けの『算数』が発行される．昭和24
年からは教科書検定制度が実施されるため，この教科書シリーズが国定教科書最後のものであ
る．
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